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【背景】

2012年臨床工学技士会からワークライフバランス委員

会が設立され、当時の男女比は7：3 女性が増加傾向に

ありました。

性別に関わらずすべての臨床工学技士がワークライフバ

ランスを実現させるために、様々な取り組みがなされて

います。

しかし現状20～35歳までの女性技士の退会者が多いこ

とから結婚・育児を機に離職している女性技士が多いの

ではないかといわれています。

日本臨床工学技士会会誌より

男女共同参画委員会設立

(現:WRB委員会)

会員男女比 7：3

2012年

2023年

・Web アンケート
・『両立支援ガイドブック』

冊子発行
・日臨工での講演

臨床工学技士会統計委員会
就業者男女比

男75.2％ 女24.8％

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
少し前のデータにはなりますが、養成校入学時の男女比はほぼ１：１



【臨床工学技士会の活動】

男女共同参画委員会から仕事と子育ての両立支援ガイドブックが配布されている

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
こちらが実際に技士会で発行されている両立支援ガイドブック冊子です



【目的】

女性臨床工学技士が働きやすく、モチベーションを保ちながら

職場に定着できる要因を明らかにすることを目的に、本調査を

実施した



【方法】

当院に勤務する臨床工学技士（以下CE）11名中、女性5
名に対し、アンケート形式で働きやすさやモチベーション
に影響する要素について自由記入と選択形式で回答を得た

透析室：40床 患者数：約130名

平均年齢：35.8±4.7歳 在職年数：7.5±1.5年

経験年数：12.9±5.0年

既婚３名：在職中に出産子供の年齢(5歳)(6歳5歳)(5歳2歳)

未婚２名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・・・回答を得ました。こちらがアンケート対象者の2024年12月時点のデータ？です。5名中3名が在職中に出産し職場復帰しています。



【アンケート結果】
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特に重要 重要

 働きやすさにとって
重要だと思うもの

 現在のモチベーションと
関係しているもの



【アンケート結果】

自由記述

働きやすさに
重要なこと

「教育体制」「人間関係」
「給与・福利厚生」 「妊娠・出産・育児に関する制度」

モチベーションに
関係するもの

「教育体制」「人間関係」
「給与・福利厚生」「残業・休日出勤の有無」

同世代の同性がいて話しやすい
ライフステージごとの悩みを共有できる

勤務調整をしてもらえる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
9割以上一致した項目はこちらの通りです。働きやすさと、現在のモチベーションに関係する項目はほとんど一致していました。特に「教育体制」「人間関係」に関しては全員がそう思うと感じていることがわかりました。



【考察1】教育体制

• 学会、研究会への積極的参加

JSDT学術集会にて毎年発表

現地で得た知識を院内発表にてスタッフに情報共有

去年はHDF学会（長崎）へ技士2名が参加

• 教育アドバイザー主催の院内勉強会（毎週金曜日）

例：CKDMBDのガイドライン改訂について・透析患者の血糖変動・鉄とESA・CPPとは・・・など

当院に在籍している教育アドバイザーがリアルタイムの問題点などを勉強会で解説
子育てや家族の介護等で外部のセミナー参加しづらい環境にいても、院内勉強会と学会
報告で知識習得に役立てることができる
最新の知見を学ぶ機会が増え、臨床に繋げることでモチベーション向上となる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
子育て等で学会やセミナーに参加出来なくても、学会の参加を積極的に行っています。地域や業者主催のWebセミナーや勉強会も活発におこなっています。また週に1度透析室でスタッフ主催の院内勉強会を



【考察２】人間関係

レクリエーション
高尾山（春）
BBQ（夏）
ボーリング大会（夏）
社員旅行（秋）
スキー（冬）
忘年会（12月）

行事
土用の丑の日 七夕
恵方巻
バレンタイン ホワイトデー
年末おせち料理

多職種が関わる業務
透析室業務
チーム活動（フットケア・糖尿病・
VA・運動療法・貧血管理・MVD・
CVD・NSTチーム）
委員会・係活動（防災・感染予防・医療
安全・業務改善・レク・新聞・勉強会）

多職種が関わる業務・イベントを通し、コミュニケーションの活性化に繋がる

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
人間関係　→　コミュニケーションの場　係り・チーム　ﾚｸと業務入れ替え
　　　　　　　院内行事



【レクリエーション】

高尾山ハイキング BBQ



CE業務形態

穿刺・返血・環境整美・中央管理入力等の透析業務全般
機械室および医療機器管理

リーダー業務（回診に同行、指示受け）
オーダーメイドの透析条件設定（他職種によるカンファレンス）

当院では医師、看護師、栄養士、臨床工学技士がチームになって患者の生活背景(福祉の介入状況、
内服管理等)を考えながらオーダーメイドの治療を提供している

業務内容

午前透析 月～土 ８：００～１６：４５
火木土リーダー時 ８：１５～１７：００
午後透析 月水金 １３：４５～２２：３０
火木土 １１：４５～２０：３０
育児中の女性スタッフは、火木土準夜勤を月１回実施

【考察３】勤務体制

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
人間関係　→　コミュニケーションの場　係り・チーム
　　　　　　　院内行事



【クリニック全体の男女世代別構成比】
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
各世代に男女が存在しています



人間関係・勤務体制・教育体

制が相互に好循環となること

で、働き続けやすい環境につ

ながる

男女構成比・同世代の同性が

有効に機能していると考えら

れた

勤務体
制

教育体制

人間関
係



女性臨床工学技士が長く働き続けられる職場づくりには、適切

な給与や福利厚生、柔軟な支援制度の整備が重要であるが、

「教育体制」「人間関係」「業務体制」が相互に好循環するこ

とが、働きやすさに大きく寄与する。特に人間関係の充実、と

りわけ同世代かつ同性の職員が多い職場環境は、働きやすさに

与える影響が大きい。当院においては、こうした男女構成比が

有効に機能していると考えられた。

【結語】



日本透析医学会
ＣＯ Ｉ 開示

筆頭発表者名： 岡山 朋実

演題発表に関連し、開示すべきCO I 関係にある
企業などはありません。
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